
パ
ソ
ナ
は
二
〇
〇
八
年
二
月

を
メ
ド
に
純
粋
持
ち
株
会
社
体

制
に
移
行
す
る
。
グ
ル
ー
プ
企

業
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（法

令
順
守
）
を
徹
底
さ
せ
る
と
と

も
に
、
Ｍ
＆
Ａ

公
申
併

・
買
収
）

も
視
野
に
成
長
分
野

へ
の
資
金

の
重
点
配
分
を
進
め
る
と
い

う
。
人
材
サ
ー
ビ
ス
各
社
間
の

競
争
が
激
化
す
る
な
か
、
成
長

戦
略
を
ど
う
船
く
の
か
。
南
部

靖
之
社
長
に
聞
い
た
。

―
―
純
粋
持
ち
株
会
社
体
制

に
す
る
狙
い
は
。

「
ま
ず
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
対
策
だ
。
①
四
年
に
製
造
業

へ
の
人
材
派
遣
が
解
禁
さ
れ
る

な
ど
、
事
業
領
域
は
広
が

っ
て

い
る
。
派
通
が
働
き
方
の

一
つ

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る

一
方

で
、

一
部
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
労
働
者
派
遣
法
に
の
っ
と

り
、
ス
タ

ッ
フ
の
労
働
条
件
改

善
に
努
め
る
こ
と
が
大
事
だ
。

（事
業
を
手
掛
け
な
い
）
純
粋

持
ち
株
会
社
は
、
グ
ル
ー
プ
企

業
の
隠
々
ま
で
監
視
の
目
を
行

き
層
か
せ
る
こ
と
に
な
る
」

「
グ
ル
ー
プ
の
派
遣
登
録
者

数
十
万
人
分
の
デ
ー
タ
は
、
持

ち
株
会
社
で

一
括
管
理
す
る
。

管
理
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
コ
ス

ト
が
削
減
で
き
る
う
え
、
情
報

流
出
の
危
険
性
も
減
る
。
事
業

会
社
に
若
手
を
起
用
す
る
な

ど
、
思
い
切

っ
た
人
材
活
用
も

可
能
だ
。
〇
八
年
度
導
入
の
日

本
版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
（企
業
改
革
法
）

に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
対
応
で
き

る
効
果
も
大
き
い
」

―
―
投
資
の
窓
口
を

一
本
化

す
る
こ
と
で
、
よ
り
重
点
的
な

資
金
配
備
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

「
こ
れ
ま
で
は
グ
ル
ー
プ
の

努
力
に
よ
る
成
長
に
力
を
入
れ

て
き
た
が
、
今
後
は
Ｍ
＆
Ａ
に

チ
コ
ミ
効
果
は
大
き
い
。
そ
の

一
方
で
、
広
告
宣
伝
費
は
前
年

比

で
三
割

ほ
ど
減

ら
し
て
い

る
」
「
派
遣
需
要
は

一
般
事
務
だ

け
を
み
て
も
、
年

一
割
近

い
伸

び
が
あ
る
。
た
だ
労
働
力
を
供

給
す
る
派
遣
会
社
側
は
成
長
と

い
う
よ
り
も
膨
張
し
て
い
る
。

当
然
の
よ
う
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
問
題
が
起
こ
っ
て
世
間

の
目
が
厳
し
く
な
り
、
自
然
洵

汰

の
流
れ
が
加
速
す
る
だ
ろ

う
。
社
内
を
精
査
し
て
プ
ラ
ン

ド
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は
生
き

残
り
戦
略
と
言

っ
て
も
い
い
」

▼
パ
ソ
ナ
の
純
粋
持
ち
株
会
社

へ
の
移
行

ス
キ
！
ム
　
十
二
月
二
日
に
単
独
の
持
ち
株

会
社
を
設
立
し
、
現
在
の
パ
ソ
ナ
が
そ
の
子

会
社
と
な
る
。
そ
の
後
、
三
〇
〇
八
年
三
月

を
メ
ド
に
パ
ソ
ナ
子
会
社
の
株
式
を
持
ち
株

会
社

の
直
接
保
有

に
切
り
警

え
る
と
と
も

に
、
パ
ソ
ナ
の
子
会
社
管
理
部
門
を
持
ち
株

会
社
に
移
管
し
、
純
粋
持
ち
株
会
社
に
事
業

子
会
社
群
が
ぶ
ら
下
が
る
形
に
す
る
。
管
理

と
業
務
執
行
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ

と
で
、
意
思
決
定
を
迅
速
化
し
、
成
長
分
野

に
資
源
を
重
点
配
分
す
る
こ
と
を
狙

っ
て
い

る
。

力
を
入
れ
て
い
く
。
人
材
派
遣

業
界
で
は
、

（
ス
タ

ッ
フ
を
派

遣
す
る
）
前
に
面
接
を
し
た
り

履
歴
書
を
見
せ
た
り
す
る
法
律

違
反
が
目
立
つ
。
派
遣
に
対
し

て

『
安
か
ろ
う
、
良
か
ろ
う
』

と
い
う
印
象
が
広
が
る
と
、
我

々
ま
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。

業
界
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

広
げ
る
意
味
で
も
Ｍ
＆
Ａ
を
進

め
て
い
く
」

―
十
人
材
派
遣
市
場
の
現
状

を
ど
う
と
ら
え

る
か
。

「
ス
タ

ッ
フ

に
派
遣
会
社
が

選
ば
れ
る
時
代
に
な

っ
た
。
弊

社
は
労
働
環
境
を
改
善
す
る
観

点
か
ら
、
企
業

へ
の
請
求
料
金

引
き
上
げ
に
率
先
し
て
動
き
、

東
京

・
表
参
道
に
ス
タ

ッ
フ
の

た
め
の
福
利
厚
生
施
設
を
整
備

し
、　
一
部
地
域
で
は
交
通
費
の

支
給
も
始
め
た
。
こ
れ
ら
の
ク

派
遣
業
界
に
逆
風

機
動
性
が
カ
ギ
に

業
界
団
体
の
日
本
人
材
派
追

協
会
が
ま
と
め
た
今
年
四
―
六

月
の
派
遣
ス
タ

ッ
フ
実
商
署
婦
ネ

は
前
年
同
期
比
で
六
・九
％
増
。

派
遣
市
場
の
成
長
は
続
い
て
い

る
。
た
だ
現
場
で
は

「先
行
き

は
楽
観
で
き
な
い
」
と
の
声
が

大
半
だ
。
企
業
に
よ
る
正
社
員

採
用
拡
大
の
動
き
が
広
が
り
、

人
材
不
足
が
深
刻
化
。
人
材
集

め
な
ど

に
必
要
な
経
費

が
増

え
、
収
益
を
圧
迫
し
始
め
て
い

る
た
め
だ
。

逆
風
が
吹
き
始
め
た
な
か
、

パ
ソ
ナ
は
派
遣
社
員
の
給
料
増

に
つ
な
が
る
企
業

へ
の
請
求
金

額
引
き
上
げ
要
請
や
、
派
遣
社

員

へ
の
交
通
費
支
給
、
東
京

・

表
参
道
の
福
利
厚
生
施
設
の
開

設
な
ど
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
″体
力
勝
負
″を
仕
掛
け

る
こ
と
で
、
他
社
を
追
い
落
と

し

「
中
長
期
的
に
パ
ソ
ナ
フ
ァ

ン
を
増
や
す
」
こ
と
を
狙
う
。

業
界
二
位
の
座
か
ら
首
位
の
ス

タ

ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
に
取

っ
て
代

わ
れ
る
か
。
純
粋
持
ち
株
会
社

移
行
後
の
経
営
の
機
動
性
が
カ

ギ
と
な
る
。
　

（北
西
厚

一
）

パソナ、持ち株会社移行後の戦略

日 経 産 業 諾 素檎引
・
卸 9.14

グ
ル
ー
プ
企
業
の
監
視
徹
底


